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地質標本館だより

｢岩石㊥鉱物･化石の相談日｣と｢入館者20万人達成｣

神戸信和･滝沢朝代(地質標本館)

��歡����������

1.はじめに

昭和55年8月19目から一般公開を始めた地質標本館は

今年で6周年を迎えその間昭和57年9月30目の地質

調査所100周年記念筑波式典には多くの関係老を昭和

58年6月8目には皇太子殿下美智子女己殿下浩宮殿下

をお迎えし昭和60年3月17目から同年9月16目まで行

われたEXPO'85-TSUKUBAの機会には諸外国から多

くの方々をさらに開館以来政界官界財界学界

一般から多くの見学者を迎えて筑波研究学園都市の目

玉としてあるいは学園の顔としてその位置をますます

着実に築きつつあると言えます.工業技術院や地質調

査所の顔としては今更言うまでもありません.6周年

を迎えたことについては稿をあらためることとし本稿

では最近のニュｰスを2題ここに御紹介することにいた

します.

2.｢岩石･鉱物･化石の相談目｣

地質調査所の研究業務を紹介しあわせて地球科学を

普及することを目的として設立された地質標本館は一

方では閉ざされた学園都市のイメｰジを開かれた学園へ

のイメｰジ･チェンジをはかる役割をも担って一般公

開されていると言っても過言ではありません.

そのような歩みを続けてきて“ブト"気がついたこ

とがありました.それは日常業務として一般公開し

見学者をただ迎えることだげでよいのだろうかというこ

とでした.一般の博物館とは多少性格が違うにしても

ひとつは立派な映像室が完備されているから講演会を

開催してはどうだろうかということともうひとつは小

学生中学生あるいは高校生の団体見学も比較的多いし

夏休みの宿題や自由課題のお手伝いをしてはどうかとい

うことでした.

そこで早速計画し実行に移されたのが後者の夏休み

のお手伝いです.それは丁度開館3周年の昭和58年

8月23目の第6回地質標本館運営委員会で“岩石･鉱物

･化石の相談目"を同年8月30日(火)午前10時から午
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後4時まで標本館ロビｰで館長付や地質標本課員を中

心に各研究部員の協力により実施することが決定したの

です.

当時の白髭弘次館長付(現在北海道支所庶務課長)は相

談目のP･Rのため研究交流センタｰ内の学園記者クラ

ブを通じて新聞･ラジオなど各社学園内各大学･研究

所へさらに谷田部町教育委員会桜村教育委員会たど

に周知方を徹底させる一方町村の公民館などへ自らポ

スタｰ貼りをして下さった.その結果8月25目付げ

読売新聞朝刊はr夏休みのチビッ子に朗報“石の相談"

受けます.学園都市30日に工業技術院で｣同日付げ

朝目新聞朝刊は｢小中学生の採集鉱石無料鑑定いたしま

す.筑波の通産省地質調査所｣とい.う見出してさら

に茨城ラジオ放送は同目｢タイム4“いぽらき"小･中

学生の地質に関する相談会｣と題して報畦られました.

このようにして8月30目を迎えましたが当目の相談

は21件で小学生22名中学生4名大人13名の計39名

に達し学園内の小学生や中学生が大部分でしたが水

戸市や友邦町の生徒さんもいました.相談老は茨城県

内に限られていましたが相談に持ち込まれた“石"は

茨城県内のものが多いものの遠くは南極東オングル島

やカナダ産の片麻岩足尾山地のマソガソ鉱岐阜県瑞

浪産の化石など多岐にわたっており8月31日付げ常陽

新聞はr持ち込み岩石分析中には南極産も工業技術院

地質標本館｣9月16目付げサイエンスコミュニケ一シｰ

ヨソはr地質調査所チビッ子の夏休みお手伝い｣とい

う見出しでその成果を報じ.ました.

第1回の相談目は開催の決定が遅かったにも拘わらず

朝から相談に応ずる忙しい一目で好評のうちに終了す

ることが出来関係者一同胸をたでおろしたのです.

第2回目は昭和59年8月29目(水)第3回目は昭和

60年8月29目(木)に相談日を実施しましたが実施に

先立って第2回目は当時の正井義郎館長付第3回目は

滝沢管理専門職によりP･Rが展開されました.P･R

の方法いかんが相談目当日の関係入館者数に及ぼす影響

が大きいということに3回目ごろから気カミ付き始めまし

た.第2回｡第3回とも各新聞社茨城ラジオ放送に�
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より相談日実施の予告やら成果が報道されたのは勿論で

す.

昭和59年の第2回目は受付32件37名でそのうち小

学生及び中学生が圧倒的に多く29名でした.昭和60年

の第3回目は受付19件小学生22名中学生6名一般

1名の計29名に達し相談に持ち込まれた岩石13件約

140個鉱物･鉱石5件約30個化石4件約20個で朝か

ら大変た賑わいで成功裡におわることができました.

さて今年の第4回目の相談日はどのようた経過をた

どったのでしょうか.過去3回の経験からP･Rは小

学校や中学校カミ夏休みに入る前から行なうのがどうや

ら効果的であるという結論に達し昭和61年7月7目の

第12回地質標本館運営委員会で第4回目の相談目を同

年8月27目(水)に実施することを決定し直ちに行動

を開始したの.です.

まず第1図のようなポスタｰを地質標本館内は勿論

地質調査所本館に掲示する一方学園内各研究所は工業

技術院管理事務所科学技術庁交流センタｰにお願いし

たほか学園都市周辺の土浦市筑波町大穂町豊里町

谷田部町桜村牛久市のそれぞれ役場広報係に及び

報道記者クラブを通して各新聞社ラジオテレビ報道

機関に対してP･Rをお願いしたのです.もうひとつ

の特色はB5版に縮少したポスタｰを地質標本館受付で

見学者や団体入館者にキメ細かく配布したことではない

でしょうか.

重要たことは相談日に立合っていた∫く研究者の出席

ですがこれについては部長会議を通して依頼する一方

直接にもお願いし岩石鉱物化石それぞれの専門研

究者を十分に確保したことです.たお相談日前目には

標本館ロビｰ内に相談用テｰブル椅子などを用意し

万全の準備を終了Lました.

遂に8月27目(水)の相談日当胃の開館を迎えたので

すが予想通り午前10時から“石ころ"の入ったカバン

風呂敷包みあるいは大小の紙箱を手に手に持った小学生

中学生(なかにはお父さんやお母さんと同伴して)の行列が

受付前にできてしまいました.持参Lた“石ころ"が

岩石鉱物か化石のいずれかであるかを尋牟てそれぞ

れの専門研究者のいるテｰブルの前に行ってもらいまし

如轄鋤艶んへ

夏休み申に.山や川などで収集した

｢岩石｣･｢鉱物｡･｢化石｣などが

ありましたら専門の研究者が皆

さんの質問にお答えして夏休み

のおてっだいきいた=します｡

工業技術院地質言冒養所

TEL0298`54-3引S･3750

午前[O日寺～有=孝隻∠ト日寺

第1図r岩石･鉱物･化石の相談日｣のポスタｰ(スケ

ッチは河村幸男氏による)

写真1地質標本館ロビｰにおける相談日の状況ひとこま

写真2夏休みに採集した岩石を持ち寄り質問を浴びせる

子供たち

地質ニュｰス389号�
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た.袋や箱から出された“石ころ"はテｰブルの上に

並べられ研究者はまず石の来歴一採集者産地産状

だと一を聞きルｰべや顕微鏡による観察薬品による

化学反応検査たどを行ないそれぞれの石に名前を例

えば砂岩であるとか花闇岩とかあるいは二枚貝のイノ

セラムスとかを詳しく時にはラベルに標本名などを書

いて渡しました.相談を受けた研究者には“相談書"

に相談者の学校名学年名前採集した場所対応研

究員回答の内容をたおアンケｰトには1.このもよ

うしをどこで知りましたか?2.こんごも続けてほしい

ですか?3.時期はいつごろがいいですか?4.そのほ

か希望がありますか?を記入してもらいました.

このように相談目は続行されましたがどうやら午前

10時30分～12時午后1時30分～3時の2回にわたって

相談時間のピｰクがあったようです.勿論昼休みも

たく続けられました.新聞社などの記者も午前中から

詰めがけて相談者や研究者にいろいろと質問しては熱

心た取材が続きました.結果としてこの目の相談受付

は29件89名(幼稚園生2名小学生41名中学生17名高

校生3名一般26名)に達し内訳は岩石･鉱物28件約

300個化石5件約20個の多数に達しました.今回は

過去3回の相談目に比べると圧倒的に多くの相談者の入

館があり盛大でした.相談中の対応研究員と相談者

の目と目はそれは和気あいあいのうちにも真剣そのも

のであったと言えます.このように成功裡に終了する

ことができたのも比較的早くから徹底したP･Rを始

めたことと大勢の対応研究員に出席していただげたこと

によるものと感謝している次第です.今後も毎年継続

的に相談日が実施されますます成長し発展していくこ

とを願っています.

たお今回第4回目の相談日の成功は下記の方々の

御協力によるものでここに銘記して厚くお礼申し上げ

ます.

坂本亨尾上亨豊蓬私服部仁角靖夫奥村公男

牧本博山元孝広磯部一洋坂巻幸雄一浦辺徹郎青

木正博楠瀬康子岸本文男熊田保大田義浩山本

洋一地質標本館運営委員会委員及び闘目本産業技術振

興協会(以上敬称略)

さらに第4回相談目に関する報道記事を別表に列記し

取材に尽力された各新聞社ラジオテレビ報道機関の

方六及び学園都市周辺の市町村役場広報担当の方々に

厚くお礼申し上げます.

3.入館者20万人達成

地質標本館の入館者は昭和55年8月19日の開館以来

昭和56年3月31日には17,726人昭和57年3月31目には

45,225人昭和58年3月31目には81,720人昭和59年3

月31日には119,199人昭和60年3月31目には162,298人

昭和61年3月31日には184,815人に達しました一その

問昭和56年9月4目には山口県牛島小学校教員頼光明

氏が3万人目昭和57年5月18日には茨城県勝田高校生

神和恵さんが5万人目昭和与8年9月3目には目立製作

所目立工場の社員グルｰプ110人の1人で茨城県東海

村の熊谷正紀氏が10万人目というそれぞれ幸運の入館者

にたり心ばかりの記念品が贈呈されました.

このようた経過のたかで昭和61年3月31目には総入

館者数が184,815人に達し近く20万人目の入館老を迎

える日も遠くないという予想カ}たつようにたりその目

には何らかの形でささやかた行事を実施しようと考え

写真3入館者20万人目で館長から記念品を受けとる

茨城県立麻生高校の生徒代表

写真4入館者20万人達成日記念品を受け取る土浦市立

中村小学校の生徒たち

1987年1月号�
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記事の標題

学園都市研究所ガイド夏休み自由研究のテｰマｰ地質標本館

小･中学生のみたさんへ(27目)お知らせ版カレンダｰ8月号.

工業技術院地質調査所から一心･中学生の皆さんへ広報っちうら

����

岩石･鉱物なんでも相談所広報やだベテイリｰガイドNo.88｡

小･中学生のみたさんへつくぽ7月号No.238｡

夏休み理科の宿題相談に乗りますよ学園都市の地質標本館

小･中学生の皆さんへ広報大穂8月号No･167･

地質標本館で夏休み相談所広報やたべ8月号第324号.

地質標本館から一心･中学生の皆さんへ広報うLく第455号･

学園都市夏休み研究相談会.

地質標本館地球の歴史ひと目で.

地質標本館紹介と8月27日の岩石･鉱物･化石相談目コｰナｰにつ

いて.

小中学生に人気集中一地質標本館で夏休み相談所開設(付写真)･

岩石や化石の相談会筑波学園都市(付写真一専門家に石の名を調

べてもらう子供たち).

研究官が宿題のお手伝い(付写真)｡

ボクらの石調べて地質標本館が1目鑑定相談(付写真一熱心た子

供たちが集まった鑑定相談所).

この石何の鉱物?岩石や化石の相談室一小中学生カミ質間攻め

(付写真一採集した岩石を持ち寄り質問を浴びせる子どもたち).

未来の学者が大集合地質標本館で夏休み相談室(付写真一この石

はネこんたふうにしてできたんだよ一説明を聞く表情は真剣)

広報やたべ9月号第325号.

学園都市研究所ガイド夏休み子供科学教室一地質標本館.

研学都市の地質標本館もうすぐ入館20万人(付写真一問もなく20

万人目の入館者を迎える地質標本館は地元の小学生らの格好の理

科教材とたっている).

地質標本館の入館者20万人達成(p.m.4.56関東地方ロｰカル版ニ

ュｰス)

地質標本館の入館者20万人達成(p.m.5.45ニュｰスデスク.p.血｡

10.50ファイナルニュｰス

入場者20万人を突破工業技術院地質標本館一地球の歴史を展示･

地質標本館の見学20万人.

入場者20万人目は麻生高生一地質標本館(付写真一入場者20万人目

の記念品を贈られる麻生高生徒代表ら).

地質館入場20万突破谷田部(付写真一20万人入場記念品を贈られ

る麻生高生代表).

入館20万人を突破工技院地質標本館一見学の麻生高一行に記念品

(付写真一入館者20万人目で神戸館長から記念品を受け取る県立麻

生高の生徒代表).

報道機関

セゾンTY-ACCS9

桜村役場

土浦市役所

谷田部町役場

筑波町役場

朝日新聞(茨城)朝刊

大穂町役場

谷田部町役場

牛久市役所

読売新聞(茨城)朝刊

読売新聞(茨城)朝子纈

茨城ラジオ放送

常陽新聞

毎日新聞(茨城県南)

朝刊

朝目新聞(茨城県南)

朝刊

読責新聞(茨城)朝刊

いはらき新聞(土浦県

南県西)朝刊

谷田部町役場

セゾンTV-ACCS9

常陽新聞

NHK第1放送

茨城ラジオ放送

いはらき新聞(土浦県

南県西)朝刊

朝日新聞(茨城)朝刊

毎目新聞(茨城県南)

朝刊

読貢新聞(茨城)朝刊

常陽新聞

地質ニュｰス389号�
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て6月30日には191,901人に達L7月頃からいよい

よその準備にとりかかったのです.7月31日には

193,427人8月31目には196,613人9月30目には

198,543人を数えその頃団体入館予約数と個人入館

予想から勘案し10月の第2週あるいは第3週には20万

人に達するということがほぼ確実になり日を追うて私

ども関係者の緊張は高まっていきました10月11目には

199,807人に達しいよい第3週の14目火曜日には20万

人目の入館者を迎えられることがほぼ確実になりまし

た.

10月13日月曜目午前中には用意された記念品に“のし

紙"を貼り午後には科学技術庁交流センタｰ内の報道

記者クラブを通して各新聞社ラジオテレビ報道機関

に対して取材方を連絡Lました｡

いよいよ10月14日火曜日午前9時30分の開館を迎えま

した･午前9時40分ごろには土浦市立中村小学校6年

生177人の入館がありましたがまだ20万人にはたりま

写真5国連ESCAP第40回総会参加者一行による地質標本館

見学一現垣見所長による説明一(囑和59年4月22日)

せん.そのころから報道関係の記者が詰めかけまし

た.午前10時10分ごろに大型バスが地質標本館の前庭

に植えられている“生きている化石一メタセコイア"の

向こうに見え始めました.茨城県行方郡麻町の県立麻

生高校1年生194人の到着です.麻生高校こそ20万人

目入館の団体です.地質標本館玄関前で午前10時20分

館長から代表の羽生貴子さんら生徒4人を通じて麻生高

校に20万人達成記念品としてパキスタン産オニックス製

花瓶栃木県塩原層群産植物化石地質調査所要覧地

質標本館絵葉書を贈呈しました.これでようやく入館

老20万人を達成したのです.

麻生高校にちょっと遅れて牛久市婦人会連絡協議会メ

ンバｰ34名の入館がありました.前後賞という意味も

含めて土浦市立中村小学校と牛久市婦人会連絡協議会

の両団体には20万人達成目記念品として塩原植物化石

地調要覧絵葉書をそれぞれ贈呈しました午後にも麻

生高校生194人の入館がありそのほか一般入館老を含

めて!0月14日当日の入館者は合計639人で開館以来

の入館者は200,446人に達しました.

地質標本館カミ開かれた筑波研究学園都市の一般公開施

設としての役割を果すことは勿論でありますが今後

30万人50万人100万人と入館者が増え続けていくた

かで“地球科学の教育普及"の機関としても機能して発

展していくことも大変に重要たことであり大いに期待

しているのであります.

たおここに入館者20万人達成記念目実施に協力され

た企画室業務課館長付及び地質標本館運営委員会委

員の方々に厚く御礼申し上げます.

さらに入館者20万人達成に関する報道記事を別表に列

記して取材に協力された各新聞者ラジオ報道機関の

方々に厚くお礼申し上げます.

写真6科学万博時における中国科学技術訪問視察団一行

による地質標本館見学(昭和60年5月25日)

写真7第3回岩石･鉱物･化石相談日に来館した小学生

たち(昭和60年8月29日)
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